
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表

し
て
の
挨
拶
で
水
野
潔
関

東
地
連
執
行
委
員
長
は

「
昨
年
は
残
念
な
が
ら
、

単
組
の
中
に
は
春
闘
を
差

し
控
え
た
と
こ
ろ
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は

“
要
求
な
け
れ
ば
実
現
な

し
”
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

全
単
組
が
高
い
要
求
書
を

出
し
て
、
事
業
者
と
協
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
東
京
地
連
の

内
田
亨
執
行
委
員
長
は
挨

拶
の
中
で
、
タ
ク
シ
ー
で

の
月
額
２
万
８
０
０
０
円

の
要
求
額
に
つ
い
て
、

「
８
％
、
２
万
８
０
０
０

円
と
い
う
金
額
を
そ
の
ま

ま
申
し
入
れ
れ
ば
、
拒
否

さ
れ
る
の
は
明
白
だ
が
、

こ
の
金
額
で
の
要
求
の
意

味
を
し
っ
か
り
と
理
解
し

た
う
え
で
経
営
側
と
団
交

に
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
組
合
の
要
求
す
る

賃
上
げ
が
で
き
な
け
れ
ば
、

（
人
員
不
足
で
）
会
社
が

潰
れ
て
し
ま
う
と
、
声
を

大
に
し
て
要
求
し
て
ほ
し

い
。
経
営
者
は
ど
う
す
れ

ば
賃
上
げ
が
で
き
る
の
か

を
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
が
や
っ

て
き
た
と
い
う
事
だ
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
か
ら
の

挨
拶
で
、
溝
上
泰
央
全
自

交
労
連
中
央
執
行
委
員
長

は
「
少
子
高
齢
化
で
こ
の

先
間
違
い
な
く
労
働
人
口

が
減
少
す
る
日
本
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
も
、
今
、
人

へ
の
投
資
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
今
回

の
春
闘
で
は
、
経
営
陣
に

し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も

ら
っ
た
う
え
で
、
団
体
交

渉
に
の
ぞ
ん
で
回
答
を
引

き
出
し
て
頂
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
夏
行
わ
れ
る
予
定
の
、

第
27
回
参
議
院
議
員
選

挙
に
も
触
れ
、
「
政
権
交

代
を
目
指
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
わ

れ
わ
れ
の
為
に
働
い
て
く

れ
る
議
員
、
特
に
交
通
政

策
の
最
前
線
で
活
躍
し
て

頂
い
て
い
る
、
も
り
や
た

か
し
参
議
院
議
員
を
再
び

国
会
の
議
場
へ
送
り
出
す

た
め
、
全
自
交
労
連
が
中

心
と
な
っ
て
応
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
本
田
明
広

関
東
地
連
書
記
長
に
よ
る

『
２
０
２
５
春
闘
方
針

（
案
）
』
の
提
案
、
各
地

連
・
地
本
か
ら
の
春
闘
報

告
、
提
案
さ
れ
た
方
針
案

へ
の
質
疑
応
答
と
続
き
、

そ
の
後
、
関
東
地
連
久
我

恒
夫
書
記
次
長
に
よ
り
、

『
２
０
２
５
全
自
交
関
東

地
連
春
闘
統
一
要
求
』
が

提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
水
野
潔
執
行

委
員
長
に
よ
る
、
大
幅
な

賃
上
げ
要
求
勝
利
に
向
け

た
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

春
闘
討
論
集
会
に
続
き

開
か
れ
た
、
全
自
交
東
京

地
連
第
一
回
中
央
委
員
会

で
は
、
２
０
２
５
春
闘
を

闘
う
う
え
で
の
指
針
と
な

る
『
２
０
２
５
年
春
闘
方

針
』
を
確
認
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
内
田
亨
東
京
地

連
執
行
委
員
長
、
東
京
地

連
顧
問
の
溝
上
泰
央
中
央

執
行
委
員
長
か
ら
の
挨
拶

に
続
き
、
本
田
明
広
書
記

長
に
よ
る
春
闘
方
針
の
提

案
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の

後
、
２
０
２
５
春
闘
方
針

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
地
連
２
０
２
５
春

闘
方
針
は
、
先
に
開
か
れ

た
全
自
交
労
連
第
１
０
３

回
中
央
委
員
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
た
『
全
自
交
労

連
２
０
２
５
春
闘
方
針
』

に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
方
針
の
概
要
は

次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

⒈
公
共
交
通
労
働
者

に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
・
労

働
条
件
の
確
立

①
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
公
共
交
通
労

働
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

を
要
求
し
ま
す
。

②
物
価
高
騰
で
減
少
し

た
可
処
分
所
得
に
対
し
、

早
期
の
運
賃
改
定
を
求
め
、

改
定
分
を
乗
務
員
の
待
遇

改
善
に
充
当
す
る
と
と
も

に
、
乗
務
員
不
足
の
解
消

を
要
求
を
し
ま
す
。

③
団
体
交
渉
で
賃
金
交

渉
も
せ
ず
、
一
方
的
に
就

業
規
則
を
変
更
し
賃
下
げ

を
強
行
し
た
一
部
の
事
業

者
に
対
し
、
差
額
賃
金
を

取
り
戻
す
運
動
を
し
ま
す
。

⒉
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻

止
の
運
動

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
を

断
固
阻
止
し
、
問
題
点
を

多
く
含
む
「
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
は
不
要
と
な

れ
ば
終
了
を
う
な
が
し
、

さ
ら
に
、
次
期
東
京
都
議

会
選
挙
・
参
議
院
議
員
選

挙
で
は
私
た
ち
が
掲
げ
る

制
度
・
政
策
要
求
を
理
解
・

協
力
す
る
候
補
者
や
勢
力

を
支
持
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
合
法
化
を
推
進
す
る
政

党
や
政
策
を
排
除
す
る
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

⒊
東
京
地
域
の
交
通

政
策
・
制
度
の
実
現

連
合
東
京
や
東
京
交
運

労
協
な
ど
の
組
織
や
政
策

協
定
を
交
わ
し
て
い
る
議

員
と
の
連
携
を
維
持
強
化

し
、
東
京
地
域
の
制
度
・

政
策
要
求
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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2025年春闘方針を提案する本田明広書記長

公共交通労働者にふさわしい賃金・労働条件の確立
ライドシェア新法を断固阻止！ 物価高騰に対し運賃改定を求める！

月
額
２
万
８
０
０
０
円
以
上
を
要
求

２０２５春闘での要求実現意に向け熱い気込みを述べる
水野潔関東地連執行委員長(右)と内田亨東京地連執行委員長（左）

全
自
交
東
京
地
連
第
一
回
中
央
委
員
会

２
０
２
５
春
闘
方
針
を
確
認

全
自
交
関
東
地
連
・
東
京
地
連
は
2
月
13
日
、
品
川
区
の
南
部
労
政
会
館
に
て
、

２
０
２
５
年
関
東
・
東
京
地
連
春
闘
討
論
集
会
、
お
よ
び
東
京
地
連
第
一
回
中
央
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
２
０
２
５
春
闘
に
向
け
、
各
地
連
・
地
本
の

参
加
者
に
よ
る
真
摯
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
自
交
関
東
地
連
・
東
京
地
連
春
闘
討
論
集
会



10
時
30
分
に
開
始
さ

れ
た
第
１
０
３
中
央
委
員

会
で
は
、
昨
年
12
月
16

日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

中
央
委
員
会
に
て
承
認
さ

れ
た
、
全
自
交
労
連
２
０

２
５
春
闘
方
針
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
今

春
闘
で
の
タ
ク
シ
ー
要
求

額
は
、
月
額
２
万
８
０
０

０
円
・
８
％
と
い
う
近
年

例
の
な
い
高
い
要
求
額
を

提
案
し
、
ハ
イ
ヤ
ー
と
自

動
車
教
習
所
で
も
そ
れ
ぞ

れ
高
水
準
の
要
求
額
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。
と
も
す

る
と
現
実
味
の
な
い
要
求

額
に
思
え
ま
す
が
、
連
合

の
２
０
２
５
春
闘
要
求
や

他
産
業
と
の
年
収
格
差
、

政
府
の
２
０
３
０
年
ま
で

に
最
低
賃
金
１
５
０
０
円

の
方
針
を
踏
ま
え
れ
ば
、

ハ
イ
タ
ク
産
業
を
今
後
も

魅
力
の
あ
る
も
の
と
し
て

持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、

必
要
最
低
限
の
要
求
額
で

あ
る
と
い
う
確
固
た
る
根

拠
が
あ
る
の
で
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
春

闘
で
は
、
事
業
者
に
対
し

必
ず
要
求
書
を
提
出
し
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
団
交

を
重
ね
、
必
ず
賃
上
げ
を

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
19
日
、
東
京
交

運
労
協
は
港
区
の
田
町
交

通
ビ
ル
6
階
ホ
ー
ル
に

て
、
東
京
交
運
労
協
２
０

２
５
年
春
季
生
活
闘
争
決

起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
の
第
一
部
で
は
、

ハ
イ
タ
ク
部
会
、
物
流
部

会
、
鉄
軌
道
部
会
、
航
空

観
光
部
会
、
バ
ス
部
会
の

各
部
会
か
ら
の
代
表
者
に

よ
る
春
闘
情
勢
報
告
及
び

決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
ハ

イ
タ
ク
部
会
か
ら
は
、
全

自
交
東
京
地
連
の
奥
村
公

章
書
記
次
長
が
交
運
労
協

ハ
イ
タ
ク
部
会
の
２
０
２

５
春
闘
へ
の
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。

決
意
表
明
の
中
で
奥
村

書
記
次
長
は
、
「
昨
年
秋

の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
の

自
公
連
立
政
権
与
党
と

（
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進
勢

力
の
）
日
本
維
新
の
会
の

議
席
の
大
幅
減
に
よ
り
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
制
定

の
問
題
は
一
時
鎮
静
化
し

た
よ
う
に
見
え
ま
す
、
し

か
し
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進

の
論
議
は
こ
の
10
年
下

火
に
な
っ
て
は
再
燃
す
る

こ
と
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

労
働
者
の
人
件
費
を
極
限

ま
で
削
り
巨
額
の
利
益
を

得
よ
う
と
す
る
企
業
の
執

念
を
考
え
れ
ば
ま
っ
た
く

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
万

が
一
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
無

秩
序
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
れ
ば
、
地
域
公
共
交

通
に
大
き
な
混
乱
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業

の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね

ま
せ
ん
。
今
後
も
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
完
全
解
禁
論
の
阻

止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
の
台

数
不
足
と
の
指
摘
へ
の
対

応
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
管
理
の
も
と
道
路

運
送
法
78
条
３
号
に
て

行
わ
れ
て
い
る
『
自
家
用

車
活
用
事
業
』
へ
の
対
応

し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

バ
ス
事
業
者
な
ど
の
不
採

算
に
よ
る
事
業
撤
退
で
生

じ
た
交
通
不
便
地
域
へ
の

対
策
へ
の
協
力
な
ど
、
急

速
な
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
交
通
弱
者
に
と
っ

て
不
可
欠
な
移
動
手
段
と

し
て
の
地
域
公
共
交
通
へ

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

結
び
と
し
て
、
東
京
交

運
労
協
に
結
集
す
る
す
べ

て
の
仲
間
と
と
も
に
、

『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
成

立
阻
止
』
、
『
賃
金
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
を
許

さ
な
い
』
、
『
物
価
上
昇

分
を
超
え
る
賃
上
げ
を
勝

ち
取
る
』
、
そ
の
た
め
に

最
後
ま
で
闘
い
抜
く
決
意

を
述
べ
、
東
京
交
運
労
協

ハ
イ
タ
ク
部
会
か
ら
の
決

意
表
明
を
締
め
ま
し
た
。

第
二
部
の
第
27
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
勝
利

決
起
集
会
で
は
、
も
り
や

た
か
し
参
議
院
議
員
、
岸

真
紀
子
参
議
院
議
員
、
小

沢
雅
仁
参
議
院
議
員
と
、

立
憲
民
主
党
所
属
の
三
名

の
各
産
別
構
成
組
織
か
ら

の
組
織
内
候
補
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
わ

れ
わ
れ
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し

て
く
れ
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー

政
策
議
員
連
盟
事
務
局
長

で
も
あ
る
、
も
り
や
た
か

し
参
議
院
議
員
を
ふ
た
た

び
国
会
の
議
場
へ
送
り
出

す
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ

の
産
業
と
生
活
を
守
っ
て

く
れ
る
立
憲
民
主
党
を
支

持
し
、
参
議
院
で
も
政
権

与
党
を
過
半
数
割
れ
に
追

い
込
み
政
権
交
代
を
実
現

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
部
は
、
7
月
22

日
投
開
票
予
定
の
、
第

22
回
東
京
都
議
会
議
員

選
挙
勝
利
決
起
集
会
へ
と

続
き
、
立
候
補
予
定
の
立

憲
民
主
党
交
通
政
策
調
査

会
議
員
の
紹
介
と
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
、
東
京
交
運
労
協

野
口
実
議
長
に
よ
る
、
物

価
上
昇
に
伴
う
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
決
意
を
込
め
た
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

第１１２号 全 自 交 東 京 ２０２５年３月３日

全
自
交
労
連
第
１
０
３
回
中
央
委
員
会

全
自
交
労
連
は
１
月
25
日
、
千
代
田
区
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
第
１
０
３

回
中
央
委
員
会
を
開
き
、
全
自
交
労
連
に
結
集
す
る
全
国
の
仲
間
が
集
ま
り
、

運
賃
改
定
な
ど
の
価
格
転
嫁
、
賃
上
げ
へ
の
公
的
支
援
を
求
め
、
大
幅
賃
上
げ

を
要
求
す
る
２
０
２
５
春
闘
方
針
案
が
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

勝ち取れ!大幅賃上げ 急げ価格転嫁

タクシーは ８％・2万８千円の要求を提案

東

京

交

運

労

協

春
季
生
活
闘
争
決
起
集
会東京交運労協ハイタク部会の決意表明を行う奥村書記次長

労働の対価と物価上昇に伴う賃上げを勝ち取るため団結してガンバロー

物価高を上回る賃上げを勝ち取ろう


